
診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午前
夕方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

入院面会時間 ホームページなどでご確認ください。

公共
交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き
静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

ご来院の際はマスクの着用にご協力ください。

インスタグラム

山之上 弘樹
院 長

先日、浜松レインボープライドの皆様のご協力をいただきLGBTQ当事者の方達と、当院
役職者との交流会を開催いたしました。LGBTQの方々が病院に受診しにくいのは以前より
言われていましたが、今回お話を伺い改めて様々なことに気づかされました。症状を伺った
り、病状をお話したり、私達医療従事者が日常何気なく行っていることが、まだまだプライ
バシーを守れていないことがわかりました。これは決してLGBTQ当事者の方々だけでなく、
全ての方に共通する問題であると思っています。病院には様々な事情を抱えた方々が受診さ
れます。病状というのは高度な個人情報でもあります。その情報が守られないために病院受
診に二の足を踏むことがあってはなりません。それは「生命を安心して預けられる病院」「健
康と生活を守る病院」であれ、という私たちの組織が持つ理念に反します。
まだまだ改善していかなければならないことは多いですが、少しずつ前に進む所存です。
今月もよろしくお願いいたします。
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静岡徳洲会病院広報誌

「食べる」という行為は、食べ物を認知する、食べたいと思う、食べ物を口に運ぶ、
咀嚼する、のみ込むという一連の動作から成り立っています。
何らかの疾患により、「食べる」行為のどこかに障害が出たときに、障害となって
いる部分を早期に見つけ、個々の患者様に添った食事介助ができる援助者が必要です。
当院では、2024年６月９日に食事介助の知識と技術の向上のため、NPO法人「口
から食べる幸せを守る会」の小山珠美理事長をお招きし、食事介助の実技セミナーを
開催致しました。当院の院長も研修生の一員となり、医療安全管理者、看護師、介護
福祉士、セラピスト、管理栄養士、事務、関連施設の言語聴覚士、総勢30名が研修
に参加しました。限られた時間の中で、内容の濃い研修を受けるため、また、職種の
違いもあり、研修生が集まって事前学習を３回行いました。その甲斐があって研修を
無事に終了することができました。小山理事長からは、当院の研修活動に好印象を
持っていただき、この度、11月24日に第2回目の実技セミナーを開催する運びとな
りました。
一人でも多くの患者様が口から「食べる」を支える仲間が増えていくよう、栄養サ
ポートチーム一同日々精進していきたいと思います。

栄養サポートチーム　看護師　海野真由子

口食べ口食べ プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
活 動 報 告



「ポリファーマシー」とは、「ポリpoly（複数）」＋「ファーマシー pharmacy（調剤）」を

組み合わせた造語で、多くのくすりを服用しているために、副作用を起こしたり、きちんと

くすりが飲めなくなったりしている状態をいいます。何種類以上をポリファーマシーとする

という厳密な定義はありませんが、高齢者では処方されるくすりの種類が６つ以上になると

薬物有害事象*の発生リスクが高まることがわかっています。

一般的に、高齢になるほど複数の病気にかかるリスクが高まるため、高齢者では処方され

る薬剤数が多くなる傾向にあります。特に75歳以上の患者様では、約４人に１人が７種類以

上の薬剤を処方されているという報告もあります。

ポリファーマシーを解決するには、ただ処方するくすりの数や量を減らせばいいというわ

けではありません。くすりによっては、急にやめると病状が悪化したり、思わぬ副作用が出

ることがあります。必ず、医師や薬剤師にご相談ください。

日頃から、かかりつけの医師や薬剤師を持って、処方されているくすりの情報を把握して

もらっておくと安心です。自分に処方されているくすりがわかるように、お薬手帳又は電子

版お薬手帳を持ちましょう。
＊有害事象：くすりとの因果関係がはっきりしないものを含め、くすりを投与された患者様に生じる好まし
くない医療上のあらゆる出来事

介護医療院『ゆうかりの木陰』は今年４月に開設してから７ヶ月が経ちました。
「入所者に寄り添い心に届く看護・介護」を理念に、日々利用者様の生活を支援しています。
現在、介護医療院をご希望される方々からたくさんのお問い合わせをいただき、ほぼ満床
の状態が続いています。
当施設では、利用者様に楽しんで頂けるように、誕生日会や季節に応じたイベントを中心
に企画し、レクリエーションを行っています。
毎月行っている利用者様の誕生日会では、スタッフからメッセージの寄せ書きと写真をプ
レゼントしたり、季節の行事として、７月は七夕、８月はかき氷などを企画いたしました。
イベントの中ではチョコレートフォンデュなども行い、利用
者様の多くが甘い物が大好きなので、喜びの声をたくさん頂
きました。日々の暮らしの中に楽しい時間を過ごす事ができ
ることが、利用者様にとって大きな喜びにつながります。当
施設に入所される前はベッドでの時間が多くあった方も、車
いすに乗って他の利用者様と食事をとることができるように
なりました。たくさんの方々とお話をしながらする食事や
様々なレクリエーションは、利用者様にとって、より充実し
た時間となっています。
利用者様が介護医療院での生活を心安からに、穏やかに送
ることができるよう、スタッフ一同心をこめて支援させてい
ただきます。
よろしくお願いいたします。

ポリファーマシーとはポリファーマシーとはポリファーマシーとはポリファーマシーとは
薬剤部　薬局長　中尾志穂 介護医療院　看護責任者　真杉尚子

介護医療院『ゆうかりの木陰』活動報告介護医療院『ゆうかりの木陰』活動報告介護医療院『ゆうかりの木陰』活動報告介護医療院『ゆうかりの木陰』活動報告部署だより
（看護部）
部署だより
（看護部）

部署だより
（薬剤部）
部署だより
（薬剤部）
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